
（別紙３）

～ 2025年　12月　15日

（対象者数） 12 （回答者数）
12

～ 2026年　1月　13日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

さまざまな運動種類や難易度に伴って職員配置、

補助体制、知識や事前準備・共通認識なども

大事になるので、より徹底していく

2

アクシデントや災害時でも誰でも臨機応変な対応ができ、

児童の安全・ケアに努められる、事業継続できるよう、

定期的な研修や勉強会開催の定着を図っていく

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

一人一人の職員が自分の強みを生かす、

自信を持って支援にあたれるように、

最大限の対応、バックアップをしていく

結果、施設全体の土台底上げへ繋げていく

2

3

○事業所名  放課後等デイサービス さまあ

○保護者評価実施期間
2025年　11月　1日

○保護者評価有効回答数

2025年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　1月　13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

障害福祉の経験が浅い職員が多く、

療育施設としても発展段階である

開所初年度という事で、

不安な部分、未熟な部分を感じていると思う

子ども一人一人の個性・特性への共通認識

広いフロア・空間を活用して、天候等に左右される事なく、

子ども達が伸び伸びと身体を動かせる事ができている点

来所後にウォーミングアップで7分間、身体を動かしている

運動活動でも広さを活かして子ども達の「したい！」を

優先・尊重して実施している

リハビリ専門職や看護師、保育士など専門職員が

配置されており、職員数も充実している点

常に安心安全な空間が作れるような環境調整・改善、

情報共有に努めている

事業所における自己評価総括表公表


